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1
認知症高齢者が自立生活できる住環境に関する研
究開発

・本研究の必要性や有効性が非常に高く、特許出願や製品化となどにより当初の目標をやや
上回る成果を挙げている。
・本研究計画のめざす目標とする成果はいずれも今後の社会に求められているものでこれま
で研究所で取り組んできた研究手法や成果が活用できるところが大である。
・認知高齢者が自立生活できる住環境においてIoTを活用した自立支援システムは、高齢者
による評価検証が不可欠である。
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